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   In vitro at 37°C, extracted urinary calculi were continuously irrigated at  5-10 drops per 
minute for 72 hours with  10% and  15% renacidin solutions, as control distilled water and 
titriplex III (E.D.T.A.) solution. The examined calculi weighed every 6 hours. As the result, 
phosphate and carbonate stones were markedly disolved with renacidin solutions, whereas 
oxalate and urate obtained no result.  15% solution was about wice as effective as  10%. 
   Four cases with renal stones were treated with the continuous irrigation of  15%renacidin 
solution at  10-40 drops per minute for 82-218 hours, one of whom had good result. The 
huge staghorn calculus was dissolved and reduced to finger-tip and pea in size on radiographic 
appearance. One patient passed majority of small stones after removal of catheters. One of 
two failures were assigned to the  unsatisfactory location of pyelostomy tube. In the other, 
the stone was urate and in vitro insoluble. 
   As  undesirable side effects, three cases suffered from febrile attacks, pain and macroscopic 
hematuria. Only one patient was free from any complications. 
   The fluctuations in serum phosphorus, N.P.N.,  'electrolytes and PSP test were observed 
before, during and after the irrigation. We recognized the moderate levation of N.P.N., the 
slight of serum P and K and the lowering of PSP test.
緒 言
尿路 に発生 した結石 を生体内で溶 解す る試み
は,我 々泌尿器科医 に とつ て極 めて興味深 い問
題であ り,し たがつて古来多 くの溶解方法が考
案,工 夫 され てきた.そ の中で腎 孟 或 いは膀
胱内を灌 流 して,直 接結石の溶 解 を計 る尿 路
結石溶解斉1」の近代医学 に基 く研究 は,Crowell
(1924)がチスチ ソ結 石 を尿の アル カリ化 と,
アル カ リ及 びマーキュ ロクロー ムの灌流に よつ
て溶解せ しめたのが礪矢 とされている.そ の後
A!bright,SulkQwitchandChute(1939)が
クエン酸化合物 にカル シウム結石溶解作用 を認
め,こ れ に基 いてSuby,SubyandAlbright
(1942)がSolutiol1G及びSolutionMを考
案 した.こ れ に関連 して結石 の有機成分 を溶解
する 目的で,Keyser,SchereralldClaffey
(1948)はUrease等の酵 素 を併用 してSolu-
tionGの効果の促進 を試 みた.以 上 の尿 のpH




(E・D・T・A・)のキ レー ト作用 を結石 の溶 解に応




































































































































































































重 量 ・mg,溶解 率 ・%,






図210%Renacidin液の 点滴 濯流 に よ る





表210%Renacidin液 の点滴 灌 流 に よ る結石 重量 の変 化
壽t 蔭 酸 塩 尿 酸 塩 燐 酸 塩(一部炭酸塩) 炭 酸 塩(一部彦酸塩)
,
炭酸塩及び蔭 酸 塩
重 量1繍 率 重 剴 溶解率 重 量1溶解率 重 量 溶解率 重 量1溶郷
開 始 前





































































































































重 量:mg,溶 解 率=%,
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表315%Renacidin液の点滴灌流による結石重量の変化
結石成分 修 酸 塩 尿 酸 塩
1酸 塩
(一部炭酸塩)
炭 塩(一部薩酸塩) 炭 塩及び蔭 酸 塩
幽海 ＼ 重 剥 溶解率 重 到 繍 率 重 剥 溶解 重 量 溶解率 重 量1溶解
開 始 前 700 330 320 640 820
開始後6時間 700 0 330 0 260 19 560 13 790 4
12〃 900 o 330 0 220 31 500 22 770 6
18〃 700 0 320 3 170 47 450 30 750 9
24〃 700 0 320 3 140 56 410 36 730. 11
30" 700 0 ,330 0 110 66 330 48 720 12
36〃 700 0 320 3 90 72 290 55 710 13
42〃 700 0 320 3 50 84 230 64 710 13























































蔭 酸 塩 1尿 酸 塩1 (塩鷹酸鍋 「(鯨騰旛
炭 酸 塩 及 び
そ彦 酸 塩














































































































































10%Renacidin溶液 は蔭 酸 塩及 び 尿酸 塩結 石 に 対
して は殆 ん ど溶 解 能を 示 さな いが,燐 酸 塩(一 部炭 酸
塩)結 石 は24時間で 重量 の30%,48時間 で50%,72時
間 では93%が溶 解 した.こ れに 比 す る と炭酸 塩(一 部
蔭酸 塩)結 石 の重 量 の減 少 は約 半分 で,蔭 酸 塩成 分 が
多 くなれ ば 溶解 能 は 更に 低 下す る.
15%Renacidin溶液 は 結石 成 分に 対す る溶 解 能 の
差 は10%溶液 と殆 ん ど変 りはな いが 、溶 解 能率 が 著 し
く高 くな る.即 ち燐 酸 塩(一 部 炭酸 塩)結 石は24時間
で 重量 の56%,48時間 で91%,54時間で97%が 溶 解
し,炭 酸 塩(一 ・■部蔭 酸 塩)結 石で は24時間 で36%,48
時 間で70%,72時間 で81%が溶 解 し,10%溶液 と比較
す る と2倍 近 くの能 率 を示 した.
TitriplexIII溶液 はBrozinski(1961)によっ て 発
表 された もので,3%TriethylamineでpH8.6に修
正 されたEthyleneDiamineTetraaceticAcidのDi-
sodiumSaltの2.5%溶液 で あ る.本 剤 は カル シ ュ ゥ
ム塩 に対 す る溶解 剤 で,し たが つ て本 実験 の如 き結 石
成 分 の化 学 的 分析 に 基 く分類 で,そ の溶 解 能 を比 較す
る こ とは 適 当 でな いが,い つ れ にせ よ 燐 酸 塩,炭 酸
塩,蔭 酸 塩に 対 してか な りの 溶解 能 を有 す るが,尿 酸
塩 に 対 しては 溶解 能 は低 い.
小 括=Renacidin溶液は燐 酸塩,炭 酸 塩 に溶 解 能 を
持 ち,蔭 酸塩,尿 酸塩 に は無 効 で あ つ て,こ れ は諸 家
の 意見 と一致 す る.ま たMulvaneyも述 べ てい る如
く,Renacidinの15%溶液 は10%溶液 よ りも遙 か に著
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魂症:体格中等度,栄養稽々不良,歩行に際し肢行
する.
























赤血球(升),白 血球(帯),上 皮細胞(+),円 柱


































月25目まで41時間連 続 的 に10%Renacidin溶液
3,000ccを灌流 した.こ こで結石の溶解状態を知るた


































現症:体格中等度,栄養良好.・胸部は打 聴 診上 正
常,腹部は平坦で軟,筋性防衛は証明されず,回盲部
に虫垂切除術癩痕を見る.肝.脾,両 腎を触れず,圧
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図14症 例3の 第2回 灌 流 後単 純 撮 影
図12,図13と比 較 して判 然 と した効 果 を 認 め




























































挙熱として約1週 間続いた,そ の他 にも腰痛,膀 胱
刺戟症状を認めた,第2回 灌流時には灌流中は平熱で
あつたが,湛流中止後翌日に38.6℃の発 熱 が み ら
37
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10,BSP30分値15%.腎機能検査;PSP15分値8


































症 例 症 例1 症 例2 症 例3 症 例4
年 令 42 40 48 45















































































結石主要成分 燐 酸 アン モ ニ ウムマ グネシ ウム 燐 酸 ア ソ モ ニ ウムマ グ ネ シ ウム 燐 灰 石
尿酸石灰
鰺酸石灰
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図17Renaeidin濯流 のNPN.P.Na.K.Ca,C1。に 及ぼ す 影 響
症例 症 例1 症 例3
F
症 例4
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rationのA.R.Globusの 考 案 に な り,1959
年W.R.Mulvaneyが始 めて臨床 に応用 した
結石 溶解剤で,グ ル コン酸 ・クエン酸 ・ リンゴ







グル コン酸,ク エ ソ酸,リ ン ゴ酸 か らな る多 価 有機 酸 類 の ラ ク トン,無 水 物,酸 性 塩 類
上 記有 機 酸 の中 性塩 類,カ ル シ ウム,マ グネ シ ウム,ナ トリウムの不 活 性 の化 合 物,及
び それ らの複 塩
水 分
安 息香 酸 等の 芳 香族 モ ノカル ボ ン酸
グル コソ 酸,ク エ ン酸,リ ン ゴ酸 の アル キル(メ チル ・エ チル ・プ ロ ピル)エ ス テル








多価有機酸(グルコン酸 ・クエン酸 ・リンゴ酸)の ラクトソ,無水物,酸性塩類














で,そ の他の溶媒 における溶解度は表8の 如 く
である.ま た本剤 を室温 で蒸溜水に混和,溶 解
した際 のpHは 表9の 如 くになつている.本 剤
を49～66℃ で24～100時間加熱 しても0.12～
0.25%の減量 をみるに過 ぎないが,89℃ で20
時間加熱すると分解 し始め る.
水溶液 は室温で数 日間は安定 であ るが,そ れ
以後は黄変,叉 は沈澱 を生ずる.Mulvaneyは
その上澄液 を使用すれば効果 に差はない と述べ
ているが・Abeshouseによれば効果は幾分落
ちる ようである.
本剤の水溶液 は滅菌 の 目的で5～10分間煮沸


















作 用が認 められ・Proteusvulgarisに対 して
10%溶液は66時間にわ た り発育阻止 作 用 を 有
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し,我 々も臨床 的に本剤 の抗菌作用を認めた.
即ち症例1で 灌流前の尿細菌培養で認め られた
Escherichiacoli及びStaphylococcusau-
reusを灌流中の尿細菌培養では認め られ な か
つた.ま た症例3・に おい ても灌 流前認 められた
Klel)siellaは灌流中は培養 されなかつた.
本剤の作用機序ほ明 らかでないが,そ の作用
は尿の酸性化 よ りむ しろそのsequesteringに
あつて,結 石の主要成分 であるカル シ ウム塩類
を溶解 し,同 時に分解 して安定 なる 可 溶 性 の
complexを作 る点 にある.即 ち炭酸結石 では






はSolutionGの約5倍 に相当す る.こ こで結
石溶解能 は これ ら結石溶解液300ccに5%穆酸
アンモ ニウム溶液20ccを 加え,蔭 酸 カル シウ
ムの白濁 を生ず るのを終末点 として1%塩 化 カ
ルシ ウム溶液で滴定 した際 のcc数 で示 してあ
る.
Ratishauserは結晶性の尿沈渣を集めて化学
的 に分類 し,本 剤溶液 の一定量を加 え て 振 盗
し,38℃ に放置 して24～48時間後 に残渣を秤
量 し,本 剤の溶解能 を測定 した.そ の結果本剤
は燐酸 アソモニ ウムマグネシウム及 び燐灰石に
対 して優れた溶解能を 有 し,そ れが750mg/
dayであることを認 め,穆 酸塩及び尿酸塩には
殆ん ど溶 解能 を有 していない ことを知つた.
一般 にRenacidinは燐 酸塩及 び炭酸塩結 石
には著効 を呈す るが,蔭 酸塩及 び尿酸塩結石 に
は効果 を奏 しない.我 々の基礎的実験で も同様
であつた.ま た濃 度及 び温度は高いほ ど溶解能
が優れ,機 械的振動 も溶解能 を促進 させ る.
臨床 的に行われ るRenacidin灌流 には,多
くの報告例では1096溶液が使用 されているが,
我 々は基礎的実験 の成績 よ り15%溶液 を使用 し
た.後 藤 等は20%溶液を使用 し,副 作用 として
腎部に鈍痛 を認 めたに過ぎなかつた.
本剤溶液 を腎結石或いは尿管結石 に対 して灌
流す るには,経 尿道的 に注入用 としての4～5
Fと 流出用 としての5～6Fの2本 の尿管 カテ
ーテルを患側 尿管内に挿入 し,1～2～3cc/min
で点滴灌流せ しめ る.本 剤 の溶解能 と使用す る
薬剤 の量 は大体比例す るため1cc/minを最低
量 としたい.ま た このためには,崩 壊 した泥状
物 質でヵテーテルがつ まつた際 に`は生理 的食塩
水 での洗諜が必要 である.こ の ことは また崩壊
しつ つある結石表 面に附着 している泥状物 質を
洗 い去つ て溶解を促進 し,且 つ カテーテル閉塞
による腎孟内圧 の上昇 を予防 して,そ れに基 く
副作用及 び薬剤 の腎実質内盗流或いは吸収等 を
防 ぐ点か らも必要 である.こ の腎孟 内圧上昇の
防止 に関連 してGoldsteinは点滴 に際 しては本
剤溶液柱 の高 さを患者の高 さよ り2～2.5フィ
ー トにするようすすめ てい る.こ れは流 出用 カ
テーテルが閉塞 しても,こ の高 さの溶液柱の静
水圧 では腎孟静脈性逆流 を惹起するに至 るほ ど
高 い腎孟内圧の上昇を きた さないためである.
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挿入 した カテーテルを数 日間同一位置に固定
してお くことは技術的にも困難で,次 第 に抜け
て くる.こ れは先 に示 したX線 写真 からも窺知
でぎることであるが,そ れ でも樹枝状結石は燐
酸 アンモニウムマグネシ ウム或 いは燐灰石か ら
成 るこ とが多いためにかな りの成績 を 挙 げ 得
る.し か し尿管結石は穆酸塩或 いは尿酸塩を主
成分 とす ることが多 いため,尿 管結 石の溶解に
は困難が多い.
その他 にintubatedpyelostomy或い は
nephrostomyを設置 し,こ のtubeに 尿管 カ
テーテルを挿 入 してここから本剤溶液 を点滴注
入 し,tubeをdrai11として使用する方法 も
実施 されている.ま た1本 の尿管 カテーテルの
みを挿入 して これ よ り点滴注入 させ,尿 管か ら
流 出せ しめ る方法 も一部で行われているが,こ
の際 には ヒヨ リン剤 を使用 して尿管 を弛緩,拡
張 させ る方が よい.し か しこの方 法は腎孟内圧
上昇 の危険が多いので望 ましい方法ではない と
考 え られ る.
膀胱結石に対 しては経尿道 的 にN61aton's
catheterを留置 し,この内に細 い管を入れ て点
滴 注入するか或いはFoley's3-waycatheter




療 には5～10%溶 液が使用 され,注 入後 カテー
テルを閉 じて10～20分間作用させ る.こ れ を1
日2～3回 行 う.
Renacidin溶液 の最初の使 用例の 報 告 は,
1959年MulvaneyがRenacidinの紹介 と同
時にカテーテルに沈着 した石灰 を溶解するのに




に1例 に灼熱感を認めたのみで,他 に副作 用を
起す ことな く,100例の持続 カテーテルの石灰




































状結石1例,膀 胱結石2例 の計5例 に灌流を行
い,腎結石1例 が無効で,有 効であつた他の4
例のうち膀胱結石1例 は完全に消失 した.副作
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発熱等であ るが,我 々の例ではその他に血尿,
膀胱刺戟症状があつた,こ れ ら は い つ れ も
Mulvaneyも云 う如 く尿管 カテーテル持 続に よ
る機械的刺戟に起因 している と考 えられ るが,
一方Goldstein,Kohler,Riesの例の如 く重
篤な合併症 の危険も念 頭に入れ てお く必要があ
る.Mulvaneyの動物 実験 では,家 兎の腹腔内
及 び静脈 内へIQ%Renacidin溶液を注入 して
も何 ん ら副作用を認めなか つた と述 べ て い る
が,そ の量,注 入速度等 については 不 明 で あ
る.石 原等(1961)は家兎 に1σ%溶液を1時 間
毎に6回 点眼 しても何 んらの刺戟作用 もなかつ
た と述べ ている.
Renacidin溶液 を実際 に使 用す るに当つ て
1)結石がRenacidi11によつて溶解 す る こ
と,
2)結石 にRenacidinを到達せ しめ 得 る こ
と,
が必要 である.
結石 がRenacidin溶液 で溶 解す ることを知
るには1)同 一患者の既に得 られた結石があれ
ば これをinvitroで試験す ること,2)ア ル カ
リ尿で,且 っBacillusproteus,Pseudomo-
11as,Aerobacteraerogenes,Escherichiacoli
等に よる感染尿患者 であ るこ と,3)試 験的に
短期間灌流 して結石溶解の傾向をX線 的 に認め
るか,或 いは尿中Ca量 の増加 を認 めること等
があ り,溶 解が確め られたものが適応 となる.
また結石が存在す る部位 迄の尿路 の途中に狭
窄 があること,注 入用カテーテル の先端が結石
の近 くに入 らな いこと(下 部腎杯 の結石等),
カテーテルの固定,維 持 が困難 であること(尿
管結石等)等 の場 合は,Renacidin溶液 による
結石 の灌流が不充 分であるため適応 とは ならな
い.
Renacidin溶液灌流 の適 応 症 と し て に,
Mulvaney及びRiesandMalament等の意
























1)invitroで実験 を行 いRenacidin溶液 は
燐酸塩結石,炭 酸塩結石を溶解するが,蔭 酸塩
結石,尿 酸塩結石 は無効であ ることを知 つた.
また15%溶液は10%溶液 と比較 し約2倍 の溶
解効果を有 す ることを知つた.
2)4例 の 腎結 石患者 に6回 のRenacidin
溶液(う ち5回 は15%溶液,1回 が10%溶液)
の灌流を行つて結石溶解を試みた.1例 におい
て著 明な溶解作用を認 めた.無 効であつた3例
のうち1例 は明 らかに技術上の失敗に起因 し,
他の1例 は適応 の失敗 に基 くものであつた.効
果 の判然 としなかつた他の1例 では 灌 流 中 止
後,多 数の結石の 自然排出 を見た.
3)副 作用 としては発熱,疹 痛,血 尿 が 多
く,膀 胱刺戟 症状,発 疹 も1例 つつ認めた.




9)血 清燐は灌 流に よつて軽度 では あるが増
加の傾向を示 した.
7)電 解質 ではKが 全例で僅かに増加 の傾 向
を示 したが,そ の他の ものの変動 は不定 であつ
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